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風俗営業等の営業所への立入りを行う警察職員の指定等について（例規）

風俗営業等の営業所への立入りを行う警察職員の指定等については、「風俗営業等の営

業所への立入りを行う警察職員の指定等について（例規）」（平成18年５月17日付け秋本

生環第261号。以下「旧例規」という。）に基づき実施してきたところであるが、この度

旧例規の一部を改正し、平成27年４月２日から別添「風俗営業等の営業所への立入りを行

う警察職員の指定等に関する要綱」のとおり実施することとしたので誤りのないようにさ

れたい。

なお、旧例規は、平成27年４月１日をもって廃止する。



別添

風俗営業等の営業所への立入りを行う警察職員の指定等に関する要綱

１ 立入りを行う警察職員の指定基準等

(1) 風俗営業等の営業所への立入りに関する規程（昭和60年秋田県公安会規程第２号。

以下「規程」という。）第２条第１号に規定する警察本部長（以下「本部長」とい

う。）が定める基準は、次のとおりとする。

ア 生活安全企画課

営業支援指導係

イ 少年女性安全課

事件指導係及び少年補導・保護対策係

(2) 規程第２条第２号に規定する本部長が定める基準は、次のとおりとする。

ア 生活安全課

イ 地域警察官で、立入りについての知識及び技能を有すると認められる者

ウ その他警察署長が特に必要と認める警察職員で、立入りについての知識及び技能

を有すると認められる者

２ 立入警察職員名簿の作成等

(1) 立入警察職員を指定したとき、又は変更があったときは、別記様式第１号「風俗営

業所等立入警察職員名簿」により、生活安全企画課長を経由して速やかに報告しなけ

ればならない。

(2) 本部長は警察本部の立入警察職員に、署長は警察署の立入警察職員に、それぞれ身

分証明書を交付するものとする。

（3） 身分証明書が交付された警察職員が異動及び退職した際は、警察本部の立入警察職

員にあっては生活安全企画課長に、警察署の立入警察職員にあっては署長に対して速

やかに返納するものとする。

３ 立入りの実施報告等

(1) 警察職員は、立入りを行ったときは別記様式第２号「立入調査報告書」により、所

属長に報告しなければならない。

(2) 警察職員は、立入りを行った場合において、法令の規定に違反する事犯を認知し、

同事犯が指示処分又は警告を行う必要があるときは、別記様式第３号「風俗営業所等

違反事件認知報告書」により所属長に報告しなければならない。

なお、この場合、別記様式第２号「立入調査報告書」の作成を省略するものとす

る。

様式省略


